
グリムの語り手たちとそのレパートリー  

第 2 部  

小 澤 俊 夫  

グリム兄弟が『子どもと家庭のメルヒェ＝／集』Kinder－und Hausmarchen  

（以下KHMと略す）を編むにあたって，話を聞せてもらった語り手たちとし  

てほ，第一部に掲げた人々以外にも，重要な人物・家庭がある。第一部と同  

様，それらの人物・家庭の来歴を，可能な限り明らかにし，個々の語り手のレ  

パートリーを整理することとする。次の段階で，各語り手の特質を明らかにせ  

んためである。  

第3章 その他の初期の語り手たち   

第1節 マンネル家Mannel   

マ／ネル家の人でほ，娘フリーデリケ Friederike（1783年7月13日生れ，  

1833年3月19日没）が，早くからグリム兄弟に話を提供していた。   

父ヨー／、ソ・アダム・「㌢こ／ネルJohannAdamMannel（1758年～1834年）  

ほ，ヘッセン王国のヴェールスハウゼソWehrshausen出身。ヘルスフェル  

ト郡HersfeldのヒルメスHilmesで牧師をしていた。娘フリーデリケはここ  

で生れた。母アンナ・マリー7（旧姓T＝－ゼンクランツ）AnnaMariaRosen－  

kranz（1755年～1830年）は，べプラBebra近郊オー／IpズールObersuhl出  

身。   
父ヨーノ、ンは，1788乳 ランツプルクLandsburg近郊のアレンドルフAト  

1endorfの牧師に任命された。彼はその地の牧師館で，私塾を開いていた。ク  

レメ／ス・プレ／クーノ ClemensBrentan0魯ま，聖歌隊指揮者ライヒアルト  

Reichardtを通して，この牧師一家と知合いになったようである。   

娘フリーデリケは，プレンターノが計画していた『少年の魔法の角笛』第二  

巻のために，民謡を送っているが，その日付は，1807年10月22日となってい  

る。   
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従ってグリム兄弟にとっても，知合いになったのは，早い時期であったものと  

思われる。プレンクーノは，1808年9月，ヴィルヘルム・グリムをアレンドル  

フに招いている。  

1810：26番「ひとつのメールヒエソ，ひろい子，わるい台所女」“EinM温hr・  

chen，Ftlndling，B6seK6chin”。フリーデリケが仲立ちして入手した話。   

森林官が，木の上に子供が捨てられているのをみつけて連れ帰り，自分の子  

レーンヒェソLehnchenと共に育てる。拾い子カールKarlとレーンヒエソ  

は大の仲良しになる。台所女が水をたくさん汲んできて，明日はカールを煮殺  

すのだとレー∵／ヒェソに打ち明けたので，ふたりは逃げだす。台所女は男たち  

にふたりを追わせる。ふたりは，ほらの木と花に変身する。男たちが空しく戻  

って，ほらの木と花しかなかったと報告すると，台所女ほ，それを取ってくる  

べきだったと責め，再び追わせる。ふたりは今度は教会と，その中のシャンデ  

リアに変身し，男たちは再びだまされて戻る。台所女は怒って自分で追いかけ  

る。ふたりが池とかもに変身しているので，台所女ほ水を飲みほそうとする。  

しかし，かもがその頭を引っばって，彼女を溺死させ，ふたりは無事，自宅に  

帰り，幸せにくらす。主人公はふたりの女の子。相手は魔女的な女。厄難を克  

服して幸せな生活を獲得。   
この話を書き留めた人は，筆跡からみてフリーデリケでほなく，不明であ  

る。フリーデリケはそれをグリム兄弟に送ったにすぎない。グリム兄弟はこの  

原稿を「シュヴァ′レム地方より」としている。「ひろい子」という題をつけた  

のほヤーコプである。1812年版以東 「ひろい子」と題して51番におかれてい  

る。クレメンス・プレソクーノも，1飢0年に，これとたいへん似た話を聞き書  

きしている。  

1810：46番「ひとつのメルヒェン，4月6日，口のきけない娘」“EinM且hr・  

Chen，den6亡ez）Apriユ，DasstummeM点dchen”   

子だくさんの貧しい男が，貧しさゆえに首をくくろうとすると，黒ずくめの  

四頭立ての馬車が着いて，黒ずくめの女が降りてくる。そして，自宅の草むら  

にお金があると言う。しかしその代りに，うちにかくされてあるものを女に与  

えることを約束させられる。帰宅してみると，妻は妊っていた。生れた娘が12  

歳になったとき，黒い女が娘を森の中の一軒家へ連れ去る。娘はそこで，禁じ  

られた部屋をのぞいたため，言葉を奪われて，追放される。王子が現われて結  

婚し，子が生れるが，王子の母は子を奪い，若い王女の口許に血をぬりつけ  

て，王女が子を食べたと中傷する。三度，同じことが起き，王女が火刑に処せ   
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られる瞬間，黒ずくめの馬車が現れ，黒ずくめの女が火を消し，再び言葉を与  

え，子供たちを返してくれる。黒ずくめの女は，呪いをかけられていたが，王  

女によって救われたと言う。王子の母は，悪意と嫉妬のために，窒息して死  

ぬ。主人公ほ娘。相手は黒衣の女と王子とその母。王子との結婚成就。  

1812年版以来3番に位置する「マリ7の子」“Marienkind”と同じ話だが，  

そちらは，1807年にグレートヒエソ・ヴィルトが語ったものを，ヴィルヘルム  

が記録した話である。   

フリーデリケ・マンネルが1809年4月6日に，自分で記憶によって書きつけ  

たこの話について，グリムは注釈の中で，「別話」としてあらすじを記したに  

すぎない。この話の頬話を，クレメ／ス・プレソターノは，1810年以前に記録  

している。   

マリア（この話では黒衣の女）による禁令のモティーフは，KHMより少し  

早く世に出たベネディクテ・ナウベルトBenedicteNaubertの「ドイツ人の  

新しい昔話集」NeueVolksmarchenderDeutschen，ライブツィヒ，1789年  

にも，似た形で現われている。  

1810：46番後「ロのきけない娘，もうひとつ別の話」“Einandres”   

ある王に3人の息子があり，ふたりは賢く，三男はおろか着である。三人  

共，王の財産を継ぎたいと思っている。王が，一番よいにおいをもち帰った者  

に跡をゆずると言う。三人はでかける。末男が一軒の家につくと，猫がいて，  

なぜそんなに浮かない顔をしているのかと言う。お前なんか，ばくの力になら  

ないよ。でも話してごらん。末男が話すと，猫が言う，もし君がわたしに…‥   

この話は，ヤーコプの手で，ペンで線を引いて抹消されている。筆跡はフリ  

ーデリケ・マンネルである。  

1810：48番「水跳びヨハネスと水跳びカスバーの話」“VomJohannes・Was－  

sersprungundCaspar・WaJ3ersprung”   

父王が娘を結賭させたくなくて，彼女を森の中の一軒家に隔離しておく。し  

かし，王女ほ泉の水を飲むと，妊り，男子をふたり生む。王は王子たちに狩を  

習わせる。ふたりほ旅に出，別れ道で，木に刀をさして，それがさびたら，相  

手の生命に危険が迫っていることがわかるようにする。ヨノ、ネスほ，ある町  

で，王女が龍に食われることを知り，代って退治する。疲れて寝ているとき，  

王女の御者が王女を奪って帰り，自分の妻とする。死んだヨハネスは，以前に  

助けたことのある熊によって再び生命を与えられ，帰国して，王女の結婿式に  

出席し，籠の看で，陰謀を暴露する。王女と結婚したヨハネスは，狩りに出   
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て，老女に石に変身させられる。兄の留守に王女の前に現れたカールは兄と見  

まちがえられて事態を知り，老女に迫って兄を石から解放させる。帰宅した兄  

弟を，王女は正しく見分けて，ヨノ、ネスの首に抱きつく。   

この話は，1805年にマンネルがグリム兄弟に提供Lたものである。筆跡自体  

はマンネルのものでなく，由来不明。1812年版でほ74番として採用されている  

が，1819年版からは削除され，注釈本で，60番「ふたり兄弟」Die zweiBr也－  

derの「第四番めのヘッセソの話」とされているにすぎない。（60番の話ほ，  

ノ、クストハウゼン家の誰かが伝えたものである。）主人公はふたりの若者。相  

手は王女と裏切り者。結婚の成就。  
1810：48番前。「イギリスの王様の話」“VomK（）nigvonEngland”   

三人の姉妹が，王の城の近くを散歩しながら夢のような願いごとを言う。長  

女は宮廷のパン焼き親方と結婚したいと言い，次女は宮廷の御膳掛長と結婚し  

たいと言い，末娘は王様自身と結婚したいと言う。それが王の耳に入り，それ  

ぞれ，厭いどおりに結婚する。王妃になった末娘は金髪の男子を生む。姉たち  

は嫉妬して男の子を箱に入れて州に流し，王には犬の子を見せる。次の子の出  

生むこ際しては猫，その次の娘の出生に際しては鼠を。王は怒り，妃を森の中に  

住まわせる。川に流された箱は，王の庭師に拾われ，王子たちほ育てられる。  

庭師が死んだ後，老女が現れ，庭には，歌う木と話す鳥と金色の水がないと言  

う。生命の指標となるナイフを残して長兄が捜しにでかけるが帰らない。次男  

も同じ。末娘が出かけ，石をめく小らせた山に来る。自ひげの老人が見張りをし  

ているが，末娘はそのひげを切って，協力させる。老人ほ，山を登るにほ耳を  

ふさいで，呼び声を聞かないように，そしてふり向かないようにせよと教えて  

くれる。末娘はそのとおりにして，木と鳥と水を見つけ，見たちも救出して帰  
る。王が釆て，話す鳥のことばを聞いて真実を知り，妻をとりもどす。   

この話は，多分マンネルのものと推定される。筆跡ほ誰のものか不明。この  

話は，明らかにヤーコプによって斜線で抹消されているが，使われている紙の  

質からみて，グリム兄弟の依板で書写されたか，記憶をたどって書き記された  

ことは確実である。題名のわきに，「1001夜」という鉛筆のメモがある。この  

判断によって，1810年版では採用されなかったのであろう。  

1810：49番「家具師とろくろ師の話」“Von dem Schreiner und dem  

Drechsler”   

家具師とろくろ師が，傑作を作れと言われる。家具師は，泳ぐ魚を作り，ろ  

くろ師ほ巽を作るが，ろくろ師の作はけなされる。ある王子が巽をかしてくれ   
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と言う。王子は，光り輝く塔に降り，そこに住む美しい王女の部屋にひそかに  

入る。発見され，ふたりは火刑にされることになるが，巽で飛び去る。父王の  

国に帰り，王となる。王女の父が，娘を返してくれた著には，王国の半分を与  

えるという告示を出したのを知り，王女と共に行って，約束どおり，王国を半  

分もらう。   

この話の筆跡も，誰のものか不明。しかしマンネルがグリム兄弟に渡したも  

のと推定されている。この話ほ1812年版では77番の位置を与えられたが，その  

本人使用本にはQという記号が鉛筆で書かれている。これは，削除せよの意で  

ある。1819年版からは採用されず，15番「ヘンゼルとグレーテル」の注に入れ  

られた。   

マンネルが記憶によって書きつけた話，又は，仲介した話ほ以上6話である  

が，1812年版の本人使用本には，この他に，46番「フィッチャー鳥」“Fitchers  

Vogel”の末尾に，「マンネルとド′レトヒェン」というメモがある。そして，  

同様に，63番「金の子ら」“Gold－Kinder”の末尾にも「フリーデリケ・マンネ  

ル」のメモがある。  

第一節のまとめ   
以上の「∵／ネルの話を，保持された度合いによって分類してみる。分類の規  

準は，第一章のまとめにおいて掲げたとおりだが，ここに再寂しておく。   

A なんら手を加えられず，最初の聞き書きのまま1857年版まで保持された  

もの。   

B 手は加えられたが，1857年版まで保持されたもの。   

C 手を加えられたが，1819年（第2）版では姿を消したもの（1812年版ま  

でしか採録されなかったもの）。   

D1812年（初）版に採録されなかったもの。   

E 本文にも注釈にも記録されていないが，1812年版の本人使用本に提供者  

の名がメ・モとして記されているもの。   

以上のうち，C，Dのはあいには，注釈書に入れられたものもある。   

さらに主人公が誰であるかという観点と，話の結末に注目してまとめると，  

次の如くである。   

26番「ひろい子」B，ふたりの女の子，厄難克服して幸せな生活   

46番「口のきけない娘」1），注濫入る。娘，王子，結婚成就。   

46番後「別話」E，娘，若者，中断。   
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48番「水跳びヨハネスと水跳びカスバー」C，若者，御者，結婚成就。   

48番前「イギリス王の話」D，娘，姉たち，結婚成就。   

49番「家具師とろくろ師の話」C，若者，王女，結婚成就。   

6篇中，Bほ1篇にすぎず，DとEが3篇もあるのが注目される。マンネル  

は，上述の如く，グリム兄弟にとって早い時期からの協力者であったが，その  

提供Lた話は，けっして上等のものではなかったのである。   

その点を度外視して，主人公と話の結末だけに注目してみると，主人公は6  

篇とも，若い嫉か若者である。そして6簾中，4篇の結末は，結婚の成就であ  

り，1篇は，幸せな生活の確立である。断片である46番後を除いて，他の5篇  

がすべて幸福で終っていることが注目される。   

マンネルの提供した詣は，あまり重視されなかったものの，マンネルが提供  

したとき，その段階ですでに，一種の選択がおこなわれていたことが想像され  

る。グリム兄弟に送るメルヒェソは，こうであらゎばならぬ，という気持ちが  

なかったとほいえないのである。民衆の間でメルヒェンが伝られるときには，  

もっといろいろなタイプの話，終り方の話があるはずである。  

第二節 ラミュ（Ramus）家の人々   

ラミュ家の姉妹ジュリアJulia（1792～1862）とシャーロット Charlotte  

（1793～1858）は，「12人の兄弟と妹」Zw61fBr血derunddasSchwesterchen  

をヤーコプに対して語り聞かせたものと推定されている。   
父親シャルル・フランソワ・ラミュCharlesFranEOisRamusはカッセル  

でフランス人牧師として活動していた。のちにグリム兄弟にとってもっとも重  

要な語り手となったドロテーア・フィーマンDorotheaViehmannをグリム  

兄弟に紹介Lたのは，ラミュ姉妹であった。姉妹ほ，そのずっと以前からフィ  

ーマンおはさんを知っていたと考えられる。因みに，フィーマンからの聞き書  

きの最初の日付は，1813年4月7日である。ヤーコプ・グリムは，妹ロッテの  

友人であったノ、ッ」二こ／プフルークHassenpflug家の姉軋 エンゲルハルト  

Engelhard家の姉妹，そしてラミュ家の姉妹たちが集って行う談話会で話を  

聞き書きし，それぞれの話の大まかな出所を記しているが，「ツヴェールンよ  

り」ausZⅥ7ehrnと記されているものほ，ドロテーア・フィーマンから聞いた  

詣を，ラミュ家の娘たちがその場で語ったものであろうと考えられる。結局は  

フィーマンに由来する話ということになるのである。  

1810：10番「12人の兄弟と妹」Zwe）1fBrilderunddasSchwesterchen   
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筆跡はヤーコプ，話の末尾に「【］伝え」mtlndlichと記されている。1810年  

版においてすでに，かなりていねいに語られており，メモ風ではない。この話  

ほ，1812年版でほ，ある程度手を入れられて，9番として採用されている。そ  

して，1857年阪まで，手入れされつつ保持されている。  

第三節 マーブルルクのメルヒェンおばさんMarburgerMarchenfrau   

グリム兄弟がこのように呼んでいた女性の名は不明のままである。彼女は当  

時マールプルクMarburgのエリーザベト救貧院に住んでいた。プレソクーノ  

は1809年初夏，彼女から6～8篇のメルヒェンを聞かせてもらったことがあ  

る。そのとき彼は，話のなかのいくつかの言葉をメモしただけで，これで忘れ  

るはずほないと思った。ところが，のちになると忘れてしまい，話としては残  

されなかった。（1）そこでグリム兄弟は，この女性から話を聞きだそうと努力し  

たのである。妹のロッテが面会して聞きだすよう，ヤーコプから依頼されて試  

みたこともあったが，失敗した。この女性は，そんな話をしたら，まわりの人  

に笑われると思って断ったのである。1810年9月になって，ヴィルヘルム・グ  

リムは，マールプルク大学の数学者ミュラーM山1er教授の世話によって，救  

貧院管理人夫人の手で，その女性から，二篇を聞き書きしてもらうことができ  

た。ヴィルヘルムはその間き書きをカッセルへ持ち帰った。プレンターノあて  

に送ることになっていたメルヒェンの原稿の包みに，やっと間に合った形で加  

えて，プレソクーノに送られたのである。  

1810年10月17日付，ブレンダーノ宛ヤーコプの手紙。「御存知のように，ヴ  

ィルヘルムはマールプルクで，ほとんど何も手に入れることはできませんでし  

た。ここにお送りする最後の二篇だけです。二つのうちでは前者がとてもいい  

話で，また，注目に価します。」（2）   

その原稿ほ，エーレンベルク修道院のプレソクーノの遺品の中には発見され  

なかった。しかし，それは，1810年にプレンクー／に送られた手紙の中の次の  

二篇であったと推定される。   

50番「灰かぶり」“Aschenputtel”   

この話は1812年版では21番として採用された。そして，1857年版まで保持さ  

れている。しかし，1819年版からは，「ヘッセンより」とされる二つの口伝え  

と混合されている。その一つは，「ツヴェールンより」とされているので，ド  

ロテーア・フィーマンの話と思われる。   

主人公ほ娘，相手はまま母。王子との結婚成就。   
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51番「金の鳥の話」“VomgoldenenVogel”   

この話は1飢2年版では，57番として採用された。そして「金の鳥」Dergol・  

dene Vogelとして1857年まで保持されている。「それで髪の毛がヒューヒュ  

ーと鳴りました」という成句と，絞首刑者を買ってほいけないというキティー  

フがあるが，それほ，クリスティアン・ヴィルヘルム・ギュニ／クー Christian  

WilhelmG也ntherの『ェアフルトの子供向きメルヒェン』ErfurterKinder・  

marchem1787 からとったものである。主人公ほ若者，動物たち，王女との  

結婚成就。  

第三節のまとめ   

ここでも，これまでと同じ観点からまとめると次の如くである。   

50番「灰かぶり」B，娘，まま母，王子との結婚成就。   

51番「金の鳥の話」B，若者，動物の援助，王女との結婚成就。  

1812年版が，かなりていねいに語られた文章であるところからみると，1810  

年の手稿もそれに近かったものと思われる。マールプルクのメルヒェソおはさ  

んは，よい語り手であったことだろう。しかし，二篇とも，典型的な，結婚成  

就の話であることは，やほり，語り手によってすでに選択された話だったこと  

を思わせる。特に，メルヒェンおばさんは，こんな話を語ったら，まわりの人  

に笑われると言って断わっていたのであるから，なるべくいい話をしようと思  

ったの車L 自然なことであろう。  

第四節 フィリップ・オットー・／レンゲPhilippOttoRunge   

（1777年7月23日～1810年12月2日）ボンメルソPommern地方のヴォルガ  

ストWolgast出身。   

グリム兄弟は，1812年の注釈の中で，ルソゲの名前のみを話の提供者として  

あげている。この段階でほ，個々の話について個々の語り手ないし提供者をあ  

げる必要性に気づいていなかったのである。それは，『少年の魔法の角笛』の  

編者のひとりであるプレソクーノの指導によることであった。   

ルンゲが提供した話は，次の二話である。  

1812：19番「漁師とその妻」“VandenFischerunsiineFru”   
この話は，アヒム・フォン・アルニムの手を通してグリム兄弟に提供され，  

ゲィルヘルムが書き写した。  

1812；47番「ねずの木の話」“VandenMachandel－Boom”   
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この詰も，19番同様，1810年のブレンダーノあての小包みには入れられなか  

った。なぜなら，この二話ほ，そもそもプレソクーノのすいせんでグリム兄弟  

の手に達したものだからである。   

そしてこの二話は，グリム兄弟のメルヒェソ再話法の模範とされ，1857年版  

まで保持されている。それがボンメルソの方言で善かれているがゆえに，純粋  

に民衆的な語り口と信じられたのであるが，／、インツ・レレケHeinzR611eke  

はその点に疑問をもち，近著において，次のように述べている。（さ）   

「ところが，グリム兄弟にとって，はとんど規範的に思われたルンゲの聞き  

書きのなかに，実際問題として何があったのか，ということは，当然のことな  

がら，以前から論争されている。一方の人たちの意見でほ，ルンゲの文章はけ  

っして，ミまったく特定の方言ミで書かれているわけではない。ヴォルガスト  

出身のルンゲは，これらのメルヒェンを，たしかに故郷のボンメルンの方言で  

再話しようと努めたのである。だがしかし，その話が，子どもの頃の思い出に  

さかのぼるものなのか，それとも現存する語り手，あるいは過去の語り手の話  

にさかのばるものなのか，それともまた，画家自身が，ノ、ソプルクで，おそら  

くボンメルソ方言でなく聞いた物語を，この方言に書きなおしたものなのか，  

定かではない。   

他方の意見では，ルンゲがこのようなメルヒェンを（プレソクーノや，のち  

にはヴィルヘルム・グリムがそうであったように）ロで語ることが好きだった  

という，確実な証拠がある（「低地ドイツ語の豊かなファンタジーと子供らし  

さが，語ると，抵抗しがたい魔力をもって浮びあがってくるのです」）。その際  

もちろん，メルヒェンをつねに少しずつ変えていった。ミ語り変えたミのであ  

る。（「私がティークに事を打ち明けたら，ティークは，お話は，自分自身がル  

ンゲのロから聞いたようにほできていなかった，いくつかの言い廻しとか，話  

のすじの動機さえ異っていた，と言いました。」（（1812年12月1日付，出版者ラ  

イマーからゲィルヘルム・グリムあての手紙））。   

ミ漁師とその妻ミ のメルヒェンについてさえ，ルンゲが少くとも3回，昇る  

文章で書きおろしたという証拠がある。口伝えの話を，携わずに書物に書き表  

すことの問題を，ヤーコプ・グリムほ，後年，ミ卵白がからにくっつかないよ  

うにしてミ卵を割ることが不可能なのと同じであると書いているが（1812年12  

月31日，アルニムあて手紙），その間題は，すでに，初期のルンゲの聞き書き  

に，きわめて尖鋭に現われていた。だが，グリム兄弟は，この具体的ケースに  

ついては，その間題を認めることができなかったか，認めようとしなかったの   
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である。このことによって，ルンゲが文体を勝手にいじりまわしていたこと，  

そればかりか，ばあいによっては，内容もいじりまわしていたことが，明らか  

である。その悪意約手入れほ，もとになっている口伝えの話を知らなくとも，  

ある程度確実に認めることができる。」   

しかし，グリム兄弟自身が，プレンターノの強いすいせんを信頼し，このル  

ンゲの文体を模範として，グリムメルヒェニ／集をつくりあげていったことは事  

実である。この事情については，ハインツ・レレケが詳しく調査し，『グリム  

兄弟のメルヒェソ』（1985年）くさ）に発表している。  

第四節のまとめ   
これまでの規準に従って，ルンゲの二話を見ると，次の如くである。  

1812：19番「漁師とその妻」王∋，主人公は漁師の妻，結末はふりだしにもど  

る。  

1812：47番「ねずの木の話」B，主人公は男の子，相手ほまま母。幸福な生  

活の獲得。   

二話とも結婚の成就でないことが注目される。若い女性の語り手と異る点で  

ある。  

グリム兄弟にとって初期の語り手は，これまで述べてきた人たちである。従  

来のグリム研究史では，この他に，ゲィルト家の家政婦であったマリー・ミュ  

ラーMarieMnller（1747～1826）を，グリム兄弟のメモにある「老マリー」  

であると考え，これを第一級の語り手としていた。しかし，ハインツ・レレケ  

は1975年発表の論文『「マリーはあさん」の「きっすいのヘッセン」のメルヒェ  

ン（4）』において，それがヘルマン・グリムHemanGrimm（ゲィルヘルムの  

息子）の推測に基づく誤説であることを証明した。グリム兄弟ほ一度もマリー  

・ミュラーをメルヒェンの語り手として記したことがない。この間の事情ほレ  

レナの上述の論文に詳しいし，邦訳されているので，ここでは触れない。  

第4章 初期に刊行物からとられた託と出典不明の話  

KIIMは，口伝えのメルヒェソをグリム兄弟が再話したものということが通  

説となっているが，「口伝え」という性格は，きわめて限定的にしかいえない  

ことが，近年明らかになってきた。（5）そのうえ，初期の段階，つまり1810年に  

プレンターノに手稿を送った段階からすでに，かなりの話を刊行物からとって   
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いるのである。これほ，『少年の魔法の角笛』を同じように刊行物から多くと  

って手入れして編んだプレソクーノの指導に従ったものと考えられる。1857年  

の決定版では，その数が，全200話の約五分の1に当るはど増大するのである  

が，1810年版でのそれを明らかにしておく。  

第一節 刊行物からとられた話  
1810：1番「王様と仕立屋と巨人と一角獣の話」“von einem K6nig，Sch．  

neider，Riesen，Einhorn”   

ヴィルヘルム・グリムほこの話を，ベルリンのプレンクーノ宅で書き写させ  

てもらった。従って，1810年に手稿を送ったとき，これは小包みに入れなかっ  

たのである。従って，エーレンベルクの修道院で発見された遺品の中にはなか  

った。出典は，マルチィヌス・モンクーヌスMa11inllSMontanusの『退窟し  

のぎ』WegkilrZer（1557年頃）であった。   

この話は1引2年版では20番の1として採用された。20番のⅠとしてほ，1812  

年2月10日にカッセルのハヅセンプフルーク家から寄せられた「ヘッセン地方  

の」断片が掲載された。1819（第2）版からは，もう一つの「ヘッセソ地方  

の」話（提供者不明）と［が結合され，それに手入れした1を加えて，一種の  

笑話メルヒェンとされ，20番に位置することとなった。1857年版まで保持。若  

者，王女との結婿成就。  

1810：7番「千枚皮」“AllerleiRauch”  

1810年版の7番は，ヤーコプの筆跡によるごく短い要約にすぎない。それ  

ほ，ヤーコプ・グリムが，カッセルで，多分1807年の未に，カール・ネアリヒ  

KarlNehrlichの『シリー』Schillyという長篇小説（1798）に組み込まれた話  

を書写したものである。グリム兄弟にしてみると，つい10年前に出版された本  

からとったことになる。  

1812年版に採用されたのほこの詣でなく，1812年10月9日，カッセルでドル  

トヒュソ・ヴィルトDorchenWildから聞き書きしたものを主体にし，この  

7番を参考にしつつまとめた話であった。そしてそれは1857年版まで保持され  

ている。主人公ほ娘，相手はまま母，王との結婚成就。  

1810：8番「貧しい娘」“ArmesMadchen”  

1810年版の8番は，ヤーコプの筆跡による，ごく短い要約にすぎない。そし  

て“JPaulsuns．Logel．p．214というメモが末尾にある。これはジャン・パ  

ウルJeanPaulの長篇小説『見えないさじき』DieunsichtbareLoge1793の   
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「第17番目の領域」からの抜き書きである。1812年版では83番の位置を与えら  

れ，アヒム・フォン・アルニムAchirrlVOn Amimの短篇小説『三人のやさ  

しい姉妹と幸運な染師』DiedTeiliebreichenSchwesternunddeTglBckliche  

Farber（1812）の中のモティーフが使われている。1819年版からは，『星の金  

貨』DieSterntalerと題名が変えられた。1811年以東 ヘッセンでは，Stern・  

talerとよばれる硬貨が使用されていた。グリム兄弟はそれを応用したのであ  

ろう。グリム兄弟自身の注釈書の153番の冒頭には，「はんやりした記憶によ  

って書いた。誰かが補足し，修正してくれますように。」とあり，そのあとに，  

ジャン・ノべウルとアルニムの小説のことがメモ風に記されている。この「記  

憶」について，／、インツ・レレケは，注釈書の補足（6）において，次のように述  

べている。   

「注釈の冒頭にある，ここにしかない言い方は，次のように解釈することが  

できよう。すなわち，グリム兄弟は，子供の頃この話をゴソトシヤルタ夫人か  

ら聞いた。（ヤーコプ・グリム，小論集1，103ページ）ということである。  

ところでこのゴットシャルク夫人ほ，医師と結婚していたので，彼女の話自体  

がすでにジャン・パウルの影響を受けていた，ということは，真実性を帯びう  

るのである。」  
1810：18番「おろか者」“D仕mmling”   

筆跡はヤーコプ。これは，7ル／1－卜・ルートヴィヒ・グリムAlbertL11d一  

wigGrimmの『子供のメルヒェン』Kinderm急rchen（1808）の6番「三人の  

王子」DiedreiX6nigss6hneから書写したものである。1812年版ではつくり  

かえられ，「蜜蜂の女王」DieBienenk仁）niginと題名もかえられて，64番のII  

に位置づけられた。アルバー トルートヴィヒ・グリムほ，自分の「三人の王  

子」について，「類似の昔話への思い出によって」と書いている。それほ，「騎  

士プリソネりの民衆本のことをさしているものと思われる。ゲーオルク・メ  

ソサーシュミット Georg Messerschmidt「高貴なる騎士プリソネトの話」  

VomEdlenRitterBrissoneto（1559）。1819年（第2）版以来，62番となる。  

主人公はおろかな若者，見たち，王女と結婚成就。  

1810：20番「龍」“derDrache”   
筆跡ほヤーコプ。マダム・ド・ゲィユナpプMadamedeVilleneuvesの  

「若いアメリカ娘」LajeuneAm6riquaineの話を要約したものである。Lか  

し1812年版には採用されず，そこでほ，トライザTreysaのフェルディナソ  

ト・ジーベルト Ferdinand Sietcrtが語った話が，「真の庭と冬の庭」Von   
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demSommer－und Wintergartenという題名で採用されている。主人公ほ末  

娘，相手ほ龍，じつは呪いをかけられた若者。結嬉の成就。  

1810：22番「金のかも」“DiegoldneEnte”   

筆跡はヤーコプ。この話ほヤーコプが，『ポへミ7の古代の伝説』Sagen  

der B6hmischen Vorzeit（1808）から抜き書きしたもの。1815年第2巻の初  

版でほ49番『白い花嫁と黒い花嫁』Die weiBeunddieschwarzeBrautとし  

て同類の話が掲載されているが，これほ，「メタレンプルク地方より」とされ  

る話（多分ハンス・ルードルフ・フォン・シュレータ一により提供された）と  

「バーデルボルソ地方より」とされる話（多分ハクスト／、ウゼソ家により提供  

された）とを混合してつくった詣である。そしてそれは1857年版まで保持され  

ている。主人公は娘，相手はまま母。王子と結婚するが王子は荒れた生活で死  

亡。兄と妹で幸せな生活を獲得。   

この話は，いかにも善かれた詰らしく複雑で，グリム兄弟が1815年版に採用  

しなかったことが肯定できる。  

1810：23番「ファンフルルッシュの首のメルヒェン」“Mahrchenv．Fanfre－  

1uschensHaupte”   

筆跡はヤーコプ。Lかし1812年版にも1815年版にも採用されなかった。従っ  

て出典については，1810年の手稿の末尾にあるメモ以上には判明しない。そこ  

にはReichardRom．bibl．17．pag．64J70とある。ハインツ・レレケも，ライ  

ヒアルトという著者を指摘するのみで，Rom．bibl．17．がいかなるものか，解  

明しえていない。   

騎士が，魔法使いに金をだましとられ，彼を追跡して金をとり返し，首を切  

る。すると，首が地面に立ち上がって騎士をにらみつける。騎士が打ち割ろう  

とすると許しを乞うので打ち割ることをやめる。騎士が首を無視して歩いてい  

くと川があり，首が先に渡っていく。血のすじが川を横切るので，騎士ほ殺人  

がばれると思って，もどる。すると首ももどってきて，あとをつけてくる。騎  

士が追うと逃げる。しまいに騎士はすわりこんで，首がどうにかするまで動か  

ない，と言う。やがて首が，フランネルで自分をこすってくれと言うが，それ  

はないと言うと，では自分を抱いてくれと言う。騎士が首を抱こうとすると，  

首は騎士の鼻にかみついてぷらさがる。しまいに頭にまたがる。どんなにふっ  

ても，たたいてもとれないので，騎士はこの世の誰よりも困りはてた。   

これは妖怪話である。枯骨報恩評の道の進展をもつ話である。グリムが集め  

ようと考えていたメルヒェンとは，大いに趣きを異にすると感じられたであろ   
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う。主人公は騎士，相手は首。結末は首に苦しめられたまま終る。  

1810：28番「すずめの物語」“GeschichtevomSperling”  

この話ほヴィルヘルムが1809年，ベルリソのプレソターノ宅で写してきたもの  

なので，1810年の手稿の小包みには入れられず，従ってエーレンベルク修道院  

の遺品の中にはなかった。  

1812年版でほ35番に「すずめと四羽の子ども」DerSperlingundseinevier  

Xinder として採用されたが，1819年（第2）版に際しては，157番に移され  

た。題名ほ不変で，1857年版まで保持された。   

出典はヨーハン・／；ルタザール・シュピウスJohann BalthasarSchuppius  

の作品の中の「おとぎのノ、ンス」Fabul－Ha山3（1660）である。アヒム・フォン  

・アルニムは同じ話をすでに1810年，長篇小説『ドロレス侯爵夫人』の中で，  

「経験の学校」SchulederErfahrungという題で使用している。主人公はす  

ずめたち。平和な生活を獲得。  

1810：31番「年とった魔女」“DiealteHexe”   

筆跡はヤーコプ。この話は初版で発表されなかった。出典についてほ，手稿  

の末尾に，「美しい，眠り男，ラングパインの祭日の夜のメルヒュン，フラン  

クフルト，1794，第1部，1～68ページ」Dersch6neSchlafereinM洩hrchen  

inLangbeinsFelera玩nden．Frankf．1794．Thl．p．1～68．とある。   

グリム兄弟にとって新しい本である。   
こよなく烏を愛する主にノネMene，ベネBeneというふたりの王女があ  

る。メネが散歩していると，かぎが地面から出てきて手に着き，とれない。山  

の岩の所で穴にとびこむ。中には美しい部屋があり，王子が眠っている。わき  

に「この人をほしければ，怪物を愛しなさい」と書いてある。メネは金色のく  

もの糸を切る。すると風が吹いて穴から追いだされる。帰途，べネに出会う。  

ベネのまわりを美しい鳥が飛びまわり，宝石をおとして，「大切にしなさい」  

と言う。メネが取ろうとして争っていると，やめろと声がする。背中のまるい  

こびとである。メネはこびとにへつらうが，こびとが行ってしまうと悪口を言  

う。べネはこぴとを追いかけて注意する。べネが山のせまい道を行くと，よろ  

めきながら釆た老魔女にぷつかる。魔女の五体ほ四散し 頭が，五体を組み立  

てろと言う。ベネが言われたとおり再び組み立てると，生き返った老魔女は礼  

を言い，「美しい夫を迎えられるだろう」と言う。べネは失った宝石を捜す。  

鳥がみつけてきてくれて，二度となくすなと言う。王妃はメネの希望を入れ  

て，みにくいこびとを姶として招くが気に入らない。ベネほ森の中で老魔女に   
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出会う。彼女はおろかな王子を連れてきてくれるが，ベネは気に入らない。貧  

しい，しかし，かしこいこびとに出会い，愛していると言うと，こびとは美し  

い若者に変身する。魔女がおろかな息子を連れて城から出てきて，ベネの髪の  

毛をつかんで百マイルも飛び，かたつむりのたくさん住む塔におろし，一週間  

以内にかたつむりにダンスを教えなければ，お前もかたつむりになると言う。  

べネほかたつむりと親しくなるが，ダンスは教えられない。7日目の朝，鳥が  

宝石をもってきてくれて，もう2度ともってきてやらないと言う。宝石の中か  

ら12人のこびとのダソス教師がでてきて，かたつむりにダンスを数える。ベネ  

を失った王子は魔法の長く。つで塔に近づく。魔女ほかたつむりがうまくおどる  

ので驚くが，口実を設けてベネを釈放しない。べネが悲しく窓から外を見る  

と，王子が立っているので，宝石を投げおろす。王子が受取るとそれは刀にな  

り，塔に入って魔女を殺し，かたつむりにふれる。するとかたつむりほ娘たち  

になる。べネの父である王は，娘播が属をのりこなしたので気に入る。   

この要約でもわかるように，口伝えのメルヒェソにはありえない複雑な話で  

ある。グリム兄弟が初版で採用しなかったのは首肯される。主人公は娘，相手  

は魔女，王女との結婚成就。  

1810：33番「ねずみと焼きソpセージ」“vonMauschenundBratwurst”   

この話は1飢0年にプレンターノ宛の手稿小包に入れられなかったので，保存  

されていない。グリム兄弟は，ハンス・ミヒァエル・モッシェロッシュHans  

MichaelMoscheroscIlの作品『ジッテヴアルトのフィランダーの物語』Ge－  

SChichtePhilandersvonSittewald（1650）からこの話を取って手入れしたのだ  

が，プレソターノはそれより前，1806年7月11日の『週刊バーデソ』Badische  

Wochenschriftに，やはりモッシェロッシュの作品に手入れした話を発表し  

ていたからである。グリムの手入れした話は，当然その影響を受けていたも  

のと思われる。1812年版には23番「ねずみと小鳥と焼きソーセージの話」  

VondenMauschen，V6gelchenundderBratwurstとして採用され，そのま  

ま1857年版まで保持されている。主人公はねずみ，小鳥，ソーセージ。みな死  

んで終る。KHMにしては珍しく，悲劇的結末である。  

1810：37番「モルモット」“Murmelthier”   

筆跡はヤーコプ。1765年にマダム・ゲィユナpプMad．Villeneuveの小説  

のドイツ語訳が，「若いアメリカ娘」DiejungeAmerikanerinというタイト  

ルで出版された。ヤーコプは，20番と同じくその中からこの話を抜き書きした  

のである。1810年には，他の話と共にプレンクーノに送られたが，1別．2年版に   
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は採用されなかった。一方，プレンクーノほ，この抜き書きにもとづいて，  

「モルモットのメルヒェン」MえrchenvomMumelthierを書いたのである。  

1819年，ヴィルヘルムは，ある書評の中で，ヘッセソとチューリンゲンのほ  

とんど全領域で，ホレ婆さんの話が語られていることを認めている。  

1812年版に際してほ，1811年10月13日に，カッセルで，ドルトヒェン・ゲ  

ィルトが語った話が，24番として採用された。1819年からは，／、ノーファー  

Hannoverのゲーオルク・アウダスト・フリートリヒ・ゴルトマン Georg  

Au訃1紋FriedTicbGoldmannから寄せられた話のいくつかのモティーフ（に  

わとりの歓迎のことばなど）と結合された。  

1810年の37番は，前半は，「ホレ婆さん」FrauHolleとはとんど同じで，そ  

のあとに，さらにまま子への困難な問題がつづき，まま子はそれを全部解決し  

て，王子と結婚する。主人公は娘，相手はまま母。しかし，いかにも善かれた  

詰らしく，複雑な構成で，口伝えのメルヒェンのジャンルには入れがたい。  

1812年版で採用されなかったことは，首首できる。  

1810：38番「ナイチンゲールとアyナシトカゲの話」“Von der Nachtigall  

undderBlindschleiche”   

ヤーコプの手稿は，手違いでプレ／ターノに送られなかったか，またほ，プ  

レソターノの手許から紛失したものと思われる。エーレンベルク修道院の書庫  

からほ発見されなかった。  

1812年版では6番に採用されている。ナイチンゲールとアシナシトカゲが仲  

良くいっしユにくらしていた。あるとき，ナイチンゲールが結審式に招かれ，  

一つ目で行くのほいやだから，目を貸してくれと，アシナシトカゲにたのみ，  

借りて行く。ナイチンゲールは目が2つあることが気に入り，翌日になっても  

返さない。そして高い木の上へ逃げていく。それだから，ナイチンゲールは目  

が2つあり，アシナシトカゲには日がないのである。そして，ナイチンゲール  

のいる木の下には，いともアシナシトカゲがいて，卵を食べてやろうとねらっ  

ているのである。  

1812年版の本人使用本には，この話に「削除」という記号がついていて，  

1819年版からほ削除された。1812年仮につけられたグリム自身の注によれは，  

フランス語から翻訳したとのことである。（M6moiresdel′academieceltique，  

Tom2，204．205．）   

主人公は動物，相手も動物。目の由来話。   
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第一節のまとめ   

以上の話を，従来の規準でまとめると次の如くである。  

1810：1番「王様と仕立崖と巨人と一角獣」B，若者，王女との結婚成就。  

1810：7番「千枚皮」D，娘，まま母，王との結婚成就。  

1810：8番「貧Lい娘」B，娘，神，幸せになる。  

1810：18番「おろか老」B，おろかな若者，見たち，王女と結婚成就。  

1810：20番「龍」D，末娘，龍，じつは呪いをかけられた若者。結婚成就。  
フランス語からの翻訳。  

1810：22番「金のかも」D，娘，まま母。兄妹の幸福な生活を獲得。  
「フアンフルルッシュの首のメルヒェン」D，騎士，首。苦しめ  

「すずめの物語」臥 すずめたち。平和な生活を獲得。  

「年とった魔女」D，娘，魔女，王子との結婚成就。  

「ねずみと焼きソーセージ」B，ねずみ，鳥，ソーセージ。全滅  

「モルモヅト」D，娘，まま母。王子との結婿成就。  

「ナイチンゲールとアシナシトカゲ」C，動物対動物。由来話。   

1810：23香  

られて終る。  

1810：28番  

1810：31番  

1810：33香  

して終る。  

1810：37番  

1810：38番  

こうしてみると，刊行物からとった話のなかでも，結婿成就の話が多いこと  

がわかる。12話中6話。50％である。   

そLて，1857年版まで保持されたものは少く，12話中5話にすぎない。   

保持されたもののうち，結末はどうなるかをみると，結婿成就2話。幸福な  

結末2話，全滅1詣である。ここでも結婚成就，幸福な結末の話がさがしださ  

れていることがわかる。刊行物から選びだすばあいは，明らかに，グリム兄弟  

の選択眼がはたらいているのであるから，彼らの求めていたメルヒェンがいか  

なるものであったかを，かなり正確に示していると考えてよかろう。   

初期の段階で刊行物からとられたものが12詰もあることは，明らかにプレン  

クー／の指導によるものと思われる。しかし，そのうち決定版まで保持された  

ものは5話にすぎないのだが，最終的にみると，第六版，第七版の段階に至っ  

て，再び，刊行物からの話がふえ，40話に達するのである。このことは，のち  

に改めて確認することとする。  

第二節，出典・語り手不明の話   

ハインツ・レレケの最近の研究をもってしても，1810年版のうち次の19話は   
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出典ないし語り手不明である。   

6番「おおかみ」“DerWolf”筆跡ヤーコプ   

9番「血入りソーセージ」“Blutwurst”筆跡ヤーコプ  

11番「兄と妹」“Das Brtlderchenund dasSchwesterchen”筆跡ゲィルヘ  

ルム  
12番「親指小僧」“Datlmling”筆跡ヤーコプ  

13番「おろか老」“D也mmling”筆跡ヴィルヘルム  

15番「おろか老」“Dummling”筆跡ヤーコプ  

17番「三人の王子」“DiedreiK6nigss6hne”筆跡ヴィルヘルム   

25番「王女と魔法にかけられた王子。蛙の王様」“Die K6nigstochter und  

derverzaubertePrinz．Froschk6nig”筆跡ヴィルヘルム   

27番「金のがちょう」“GoldneGans”筆跡ヤpコプ   

29番「へソデ氏」“HerrHande”筆跡ヤーコフ   

32番「金のおじか」“GoldnerHirsch”筆跡ヤーコプ   

35番「ねずみ皮の王女」“PrinzessinM温useha11t”筆跡ヴィルヘルム   

39番「よい膏薬」“DasgutePflaster”筆跡ヤーコプ   

40番「三羽のからす」“DiedreiRaben”筆跡ヤーコプ   

42番「ルソペルシュトケンツヒェン」“Rumpelstunzchen”筆跡ゲィルヘル  

ム   

43番「白雪姫」“SclmeeweiJ3chen”筆跡ヤーコプ  

注  
1）JugendbriefederBrtlderGrimm，1963S．160ザイルヘルムよりヤーコ7’へ，1809年   

（9月18日付）  

2）Steig，Reinhold：ClemensBrentanounddieBrtlderGrimm1914．S．117  
3）HeinzRtIlleke：DieMゑrchenderBrtlderGrimm，Artemis．1985，55〈L一ジ  
4）『現代に生きるグリム』岩波書店．1985，所収  
5）H．Rolleke：上褐吾   

H．Rblleke：GrimmKinder・undHausm温rchen2Bde．EugenDiederichs．1982   

ノJ＼澤俊夫；『素頚の白雪姫』光村図書，1985  
6）H．R61leke：Grimml（inder－undHausm諷rchen，Band3．Reclam，1980．502ページ   


